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た
。
一
八
八
一
年
、
英
国
初

の
社
会
主
義
政
党
で
あ
る
民

主
連
盟
（the Dem

ocratic 
Federation

）
が
Ｈ
．
Ｍ
．

ハ
イ
ン
ド
マ
ン
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
。
一
八
八
二
年
六

月
に
Ｅ
．
Ｂ
．
バ
ッ
ク
ス
が

参
加
、
半
年
後
の
一
八
八
三

年
一
月
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ

リ
ス
が
参
加
し
て
い
る
。
一

八
八
四
年
、
社
会
主
義
的
な

傾
向
を
打
ち
出
す
た
め
に
社

会
民
主
連
盟
（the Social 

Dem
ocratic Federation

）

へ
と
改
称
、
週
刊
の
機
関
誌

『
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
（
正
義
）』

（Justice

）が
刊
行
さ
れ
た
。 

	 	 	 

 
英
国
に
お
け
る
一
八
八
〇

年
代
は
転
換
の
時
代
で
あ
っ

た
。
大
不
況
、
諸
外
国
と
の

貿
易
競
争
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
の
自
治
要
求
、
社
会
主
義

の
復
活
は
、
中
産
階
級
の

人
々
に
大
き
な
圧
力
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
時
代
背
景
の
下
、
今
回

は
、
政
治
家
の
ヘ
ン
リ
ー
・

メ
イ
ヤ
ー
ズ
・
ハ
イ
ン
ド
マ

ン
、
作
家
・
工
芸
家
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
、
法
廷
弁

護
士
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ベ
ル

フ
ォ
ー
ト
・
バ
ッ
ク
ス
（
英

国
最
初
期
の
マ
ル
ク
ス
主
義

紹
介
者
）
ら
を
中
心
に
、
イ

ギ
リ
ス
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の

第
一
世
代
を
紹
介
し
た
い
。 

 

若
き
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス

と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ

ル
ス
は
、
一
八
四
〇
年
代
英
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を
通
じ
て
、
内
村
鑑
三
は
英

国
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

の
圏
域
に
あ
る
、
と
い
う
こ

と
は
た
し
か
だ
。 

 

発
表
の
中
で
、
オ
ス
カ

ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
短
編
小
説

『
幸
福
な
王
子
』
に
言
及
し

た
。
こ
の
小
説
を
最
初
に
知

っ
た
の
は
三
歳
の
頃
で
あ

る
。
僕
は
ワ
イ
ル
ド
に
よ
っ

て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
導

か
れ
た
。
い
わ
ば
、
文
字
上

の
幼
児
洗
礼
で
あ
る
。
長
年

別
個
の
問
題
と
し
て
考
え

て
い
た
文
学
、
信
仰
、
社
会

福
祉
と
い
っ
た
領
域
が
、
一

つ
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
ま

さ
に
新
生
の
体
験
で
あ
る
。 

 

幼
い
頃
か
ら
、

「
自
分
は
世
界
に

居
場
所
の
な
い
人

間
だ
」
と
感
じ
て

い
た
。
教
室
で
喋

る
こ
と
の
で
き
な

い
症
状
を
三
歳
か 

ら
一
八
歳
ま
で
引
き
摺
っ

た
。
現
在
で
い
う
場
面
緘

黙
症
（
不
安
障
害
、
情
緒

障
害
）
で
あ
る
。
ま
た
、

皮
膚
が
過
敏
で
あ
っ
た
か

ら
、
た
び
た
び
身
体
中
に

湿
疹
を
生
じ
た
。
穢
れ
た

存
在
と
し
て
排
除
さ
れ
る

絶
望
は
、
お
そ
ら
く
、
実

際
に
体
験
し
た
者
に
し
か

わ
か
ら
な
い
。
家
族
、
教

師
、
同
級
生
、
誰
に
も
充

分
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。 

 

オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド

の
『
幸
福
な
王
子
』
は
、

そ
ん
な
幼
少
期
の
体
験
に

深
く
刺
さ
っ
た
。
自
分
は

醜
い
姿
に
な
り
な
が
ら
、

街
の
貧
し
い
人
々
に
宝
石

や
金
箔
を
与
え
る
王
子
の

像
に
自
己
を
重
ね
た
。
勿

論
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
反

転
し
た
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
で

あ
る
。
と
は
い
え
、「
い
つ

か
、天
国
へ
上
げ
ら
れ
る
」

と
い
う
確
信
の
外
に
、
救

い
の
希
望
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
、神
と
向
き
合
い
、

単
独
者
と
し
て
生
き
る
人

生
の
原
点
で
あ
る
。 

 

型
社
会
主
義
を
継
承
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス

の
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エ
、

ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
プ

ル
ー
ド
ン
、
英
国
の
ト
マ

ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
、
ジ
ョ

ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
思
想
的
系

譜
か
ら
、「
生
活
の
芸
術
化
」

を
標
榜
す
る
芸
術
社
会
主

義
で
も
あ
っ
た
。
民
衆
を
主

役
と
す
る
、
力
強
く
美
し
い

魅
惑
的
な
思
想
で
あ
る
。 

  

【
参
考
文
献
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（
一
）
安
川
悦
子
『
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
と
社
会

主
義 

「
社
会
主
義
の
復
活
」
と
そ
の
時
代
の
思

想
史
的
研
究
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
三
年

四
月
） 

（
二
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス 

Ｅ
．
Ｂ
．
バ
ッ

ク
ス
／
大
内
秀
明
（
監
修
）
川
端
康
雄
（
監
訳
）

『
社
会
主
義 

そ
の
成
長
と
帰
結
』（
晶
文
社
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
） 

（
三
）
川
端
康
雄
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
遺

し
た
も
の 

デ
ザ
イ
ン
・
社
会
主
義
・
手
し
ご

と
・
文
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
） 

  

国
の
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運

動
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
革
命
の

起
爆
剤
と
し
て
評
価
し
た
。

こ
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
、
以

後
、
協
同
組
合
運
動
に
よ
る

穏
健
的
な
社
会
改
良
の
気

運
が
高
ま
っ
た
が
、
一
八
八

〇
年
代
に
入
る
と
、
英
国
の

労
働
者
は
革
命
の
階
級
的

主
体
を
形
成
し
は
じ
め
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、
社
会
主
義

の
復
権
の
時
代
で
も
あ
っ

 

一
八
八
四
年
の
終
わ
り
、

ハ
イ
ン
ド
マ
ン
の
権
威
主

義
的
な
組
織
運
営
に
対
す

る
反
発
か
ら
、
モ
リ
ス
や
バ

ッ
ク
ス
ら
が
社
会
民
主
連

盟
を
脱
退
し
、
新
た
に
社
会

主
義
者
連
盟
（the Socialist 

League

）
が
結
成
さ
れ
た
。

一
八
八
五
年
二
月
に
は
モ
リ

ス
を
編
集
長
と
し
て
機
関
誌

『
コ
モ
ン
ウ
ィ
ー
ル
』
を
創

刊
、
当
初
は
月
刊
で
あ
っ
た

が
、
一
八
八
六
年
五
月
か
ら

週
刊
と
な
っ
た
。
同
紙
の
目

的
は
「
社
会
主
義
の
普
及
」

と
さ
れ
、
モ
リ
ス
と
バ
ッ
ク

ス
の
恊
働
作
業
に
よ
る
論
文

「
社
会
主
義

―
そ
の
根
源

か
ら
」
が
連
載
さ
れ
た
。 

 

モ
リ
ス
、
バ
ッ
ク
ス
、
マ

ル
ク
ス
の
娘
エ
リ
ノ
ア
ら
が

ハ
イ
ン
ド
マ
ン
と
訣
別
し
た

も
う
一
つ
の
原
因
は
、
議
会

を
通
じ
て
資
本
主
義
的
自
由

競
争
へ
の
国
家
の
漸
次
的
介

入
を
目
指
す
ハ
イ
ン
ド
マ
ン

と
の
見
解
の
相
違
に
あ
っ

た
。
モ
リ
ス
が
中
世
ギ
ル
ド

的
な
「
労
働
の
喜
び
」
を
歴

史
発
展
の
原
動
力
と
位
置
づ

け
、
労
働
者
の
革
命
的
意
志

形
成
の
源
泉
と
し
た
の
に
対

し
て
、
ハ
イ
ン
ド
マ
ン
は
資

本
主
義
生
産
の
客
観
法
則
の

中
で
生
み
出
さ
れ
る
労
働
者

の
窮
乏
化
と
生
産
・
交
換
の

矛
盾
が
歴
史
を
動
か
す
原
動  

九
月
一
七
日
、
第
一
五
回

聖
書
と
内
村
鑑
三
に
学
ぶ

会
に
て
、「
僕
は
如
何
に
し

て
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

者
と
な
り
し
か
」
と
題
す
る

研
究
発
表
・
証
を
行
っ
た
。

内
村
が
一
八
九
五
年
に
刊

行
し
た
『
余
は
如
何
に
し
て

基
督
信
徒
と
な
り
し
乎
』
は

有
名
だ
が
、
そ
の
前
年
、
英

国
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ

リ
ス
が
『
余
は
如
何
に
し
て

社
会
主
義
者
と
な
り
し
乎
』

と
い
う
文
章
を
発
表
し
て

い
る
。
影
響
関
係
に
つ
い
て

は
継
続
調
査
の
必
要
が
あ

る
も
の
の
、
モ
リ
ス
の
師
、

ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン
の
思
想

力
で
あ
る
と
考
え
た
。
ま

た
、
モ
リ
ス
に
と
っ
て
の
社

会
主
義
の
実
現
は
、
ハ
イ
ン

ド
マ
ン
の
よ
う
に
選
挙
の

行
使
や
代
議
制
の
発
展
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
か
つ
て

の
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
型
の

政
権
奪
取
の
方
法
が
想
定

さ
れ
て
い
た
。 

 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の

社
会
主
義
は
、
現
代
で
い
う

マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主

義
と
は
異
な
り
、
エ
ン
ゲ
ル

ス
か
ら
は
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
社

会
主
義
」
と
し
て
敬
遠
さ
れ

た
（
と
は
い
え
、
両
者
が
真

摯
な
応
答
を
交
わ
し
て
い

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
）。

彼
の
思
想
は
、
共
同
体
社
会

主
義
で
あ
り
、
ロ
バ
ー
ト
・

オ
ー
ウ
ェ
ン
以
降
の
英
国

議
会
政
治
に
よ
る
漸
進
的
社
会
改
良
か
⒍  

労
働
の
喜
び
Ⓡ
中
世
ギ
ル
ド
の
復
権
か
⒎  
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日時：2017 年 10 月 29 日（日）（2日目）	 
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（〒272-0034	 千葉県市川市市川 1丁目 3-14） 
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